A black eye variant of Black spotted pond frog (Rana nigromaculata) found in Tannan region of Fukui Prefecture by 川内, 一憲 et al.
福井大学医学部研究雑誌 第 14 巻 第１号 (2014) 
－71－ 
福井県丹南地方から確認されたトノサマガエルの黒色眼変異個体 
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 2013 年トノサマガエルの黒色眼変異個体が福井県丹南地方で発見された。その変異個体の主な特徴は，腹部が
透明なことである。 
 
Abstract : 
A black eye variant of black spotted pond frog was found in Tannan region of Fukui Prefecture in 2013.  A main 
character of the variant is abdominal transparency 
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はじめに 
国内産カエル類の黒色眼変異個体は，アカガエル科
のトノサマガエル Rana nigromaculata，トウキョウダ
ルマガエルRana porosa porosa，ニホンアカガエルRana 
japonica，ツシマアカガエル Rana tsushimensis，ヤマ
アカガエル Rana ornativentris,ツチガエル Rana 
rugosa およびアマガエル科のニホンアマガエル Hyla 
japonica で報告されている（西岡，1974; 三浦，2009，
2011; 三浦 私信）。今回，福井県丹南地方においてト
ノサマガエルの黒色眼変異個体を確認した。福井県内
において，黒色眼変異個体の情報は，ニホンアマガエ
ルの 1 例（三浦，2011）のみで，他に報告は見当たら
ない。本県のトノサマガエルでは初記録と考えられる
ため報告する。 
 
採集記録 
＜確認日時＞2013 年 9 月 19 日，午前 10 時 40 分 
＜確認場所＞丹南地方の東部に位置し，三方が低い山
に囲まれ，その山際に集落が点在している。この山々
に囲まれて水田地帯が広がっている。トノサマガエル
の黒色眼変異個体を確認した地点は，小河川の土手沿
いの水田で，幅 30cm の用水用Ｕ字溝がある畦の水田側
で発見し捕獲した（図 1）。収穫前の水田が一部見られ，
畦や土手には背丈 20～50cm の雑草が生い茂っていた。
この地点は，トノサマガエルと高田型トノサマガエル
の良好な生息地として知られている。また，ニホンア
マガエルも生息数は少ないが確認されている。 
＜確認個体＞ 発見時の黒色眼変異トノサマガエルは，
背面の黒い斑紋が識別できないくらい全面黒褐色であ
った（但し，捕獲時腹面は観察しなかった）。しかし，
捕獲して 1 時間ほど経過すると，背面側全体の黒褐色
が薄くなり，背面・体側には，トノサマガエル独特の
黒褐色の斑紋がくっきりと現れてきた。背中線，背側
線隆条とも明瞭で，薄い褐色を呈し，また，背面には
明瞭な隆条が認められた（図 2）。眼の虹彩の金色が消
失しているため，全体が暗黒色である。ただし，瞳孔
の大きさや形状は，正常個体と大きな違いが見られな
かった（図 3）。また，黒色眼変異個体の腹部は，正常
なトノサマガエルの特徴である顎から腹部の白色不透
明さが完全に無くなり，内臓が透けて見えた（図 4）。
眼，四肢先端，前肢指および背中線の形状等に異常は
図 2 黒色眼変異トノサマガエル♀（左：体長 48.0mm）
   と正常なトノサマガエル♀（右：体長 46.5mm）
   の背面比較（非麻酔下） 
 黒色眼変異個体は背面の背中線および体側線が薄い
褐色から黒褐色である。正常個体と比較して，明度の点
で明らかに暗い。現在，越前松島水族館で飼育展示中。
図 3 黒色眼変異トノサマガエル♀（左）と正常なトノ
   サマガエル♀（右）の側頭部比較（非麻酔下）
 黒色眼変異個体の眼では，正常な虹彩に見られる金色
が消失して全体が暗黒色である。しかし，よく観察する
と瞳孔の大きさや形状は，正常と比較して大きな違いが
見られない。また，外からの観察だけでは，虹彩が透明
かどうかは判別できなかった。 
図 1 丹南地方東部で黒色眼変異トノサマガエルを確
   認した地点（矢印） 
左側道路は河川の土手であり，刈り取りが済んだ水田
の土手際の水溜り付近で捕獲した。 
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認められなかった。体長は，48.0mm の雌であった。本
種の成体の体長は，雌 63－94mm（前田・松井，1999）
で，今回発見した個体は未成熟個体と考えられる。 
 
考 察 
 カエルの色彩は，皮膚の真皮内に配列する色素細胞
によって形成される。基本的に表皮側から黄色細胞，
虹色細胞および黒色細胞の 3 層に配置し，真皮性色素
胞単位を形成して色彩を発現する（西岡，1974，三浦，
2005）。黒色眼変異個体は，眼の虹彩の金色を特徴づけ
る虹色細胞または虹色素が欠損する場合，虹彩の金色
がなくなり，眼全体が黒眼になるものと考えられる（図
3）。さらに，腹部虹色細胞の虹色素が白色光を反射す
るため，正常な個体の腹部は白く不透明に見えるが，
腹部虹色細胞の異常では，白色光の反射機能が働かず，
腹部が透けてしまうものと考えられる（図 4）。また，
背中の皮膚も透けた感じになるが，皮膚の最下層に黒
色細胞があるため，全体が黒っぽくなる。ただし，黄
色細胞の黄色素が細胞内を拡散すると少し茶色っぽい
色彩になる（図 2）。一方，虹色素欠損が不完全な場合，
虹彩の視認が比較的容易となり，腹部は幾分透けて見
える程度に止まる。このタイプは，不完全型の黒色眼
と解釈されている（西岡，1974，Nishioka and Ueda，
1985，三浦，2009）。 
 本県での，カエル類の色彩変異個体（青色変異個体
やアルビノなど）の情報の多くは丹南地方からである。
最近，地元新聞で県内の青色のトノサマガエルやアマ
ガエルの記事がよく掲載されるようになった（福井新
聞，2013 年 6 月 15 日）。さらに，多くの県民の方に関
心を持って頂くよう，今回捕獲した黒色眼変異のトノ
サマガエルを地元の越前松島水族館で飼育展示してい
る。捕獲直後は，背中全体が黒褐色で斑紋が全く判別
できないほどであったが，１時間ほどで体表の色彩や
明度に変化が見られた。これはカエル類で普通に見ら
れる現象であり，捕獲によるストレスが原因と考えら
れている。 
 色彩変異のカエルは，眼の色彩や四肢の形成異常を
伴う例も報告されている。また，尾の残存を伴う例や，
変態時に死亡率が高いなど，変態に関する異常の報告
もある（藤谷ら，2005，小泉ら，2009，三浦，2009）。
特に，青いニホンアマガエルの報告で興味深いのは，
島根県の宍道湖西部周辺で高頻度に発見された例であ
り，生息環境の変化が青色の発現に関与した可能性も
考えられる（寺岡と山口，2009）。今後，色彩変異の情
報が多い丹南地方のみならず広く福井県下において，
カエル類の幼生や成体の色彩・黒色眼変異および外形
形態の異常発生の状況についても継続的に調査する必
要がある。 
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 黒色眼変異個体は内臓が透けて見える。正常な個体は
白色で透けることはない。 
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